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目的蛋白質とインテインを N、 C 末端の二つの断片にわけ、そのN末端側のもの同士を融合させたものを融合蛋白





この方法が新規の蛋白質の構造解析において有用であることを示すため、 331アミノ酸残基からなる ICAD (inｭ










本研究は、蛋白質の NMR による構造解析における問題点の一つであった NMR シグナルの重なりを解決する方
法の開発を行い、その応用によりその有効性を確認したものである。目的の蛋白質を 2 つまたは 3 つの区分にわけ、
それぞれをインテインと呼ばれる蛋白質を用いて、試験管内で結合させた。これにより分けられた区分のみを NMR
で観測可能な安定同位体で標識しておくことにより最終的な NMR 試料の 1 区分のみを観測できるようになった。
この方法を ICAD 蛋白質の構造解析に利用し、これによって効率よく解析が可能であることを示した。
これら一連の研究は、 NMR をもちいた蛋白質構造解析に新たな進展をもたらしたものであるo よって、本論文は、
博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認めるo
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